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長門構造帯台地域産角閃岩の鼠一Aガ年代
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Abstract

　　K－Ar　age　was　determined　on　a　homblendesep＆rated丘om　amphibolite丘om　the　Da圭area，

Nagato　Tedton五c　Zone，Yamaguchi　Prefecture，and　an　age　of373土23m，y．was　obtained。

This　age　is　similar　to　those　oforthogneiss丘om　the　same　area，

1．はじめに
　山口県西部の長門構造帯（第1図）は幅0・1－2k魚，延

長35kmのほぼNNE－SSW～NE－SWにつらなる小規模

の構造帯であるが，約400m・y・の年代（河野ほか，1966）

を有する正片麻岩（村上，1971）の発見により黒瀬川構

造帯などとともに，本邦における基盤岩露出地域の一つ

として注目されるようになった．村上（1971）による記

載のとおり，長門構造帯にはそれまで古期岩類として，蛇

紋岩・正片麻岩・花嶺岩のみの産出が知られていたが，

1972年秋に行われた総合研究r本州造山以前の目本の基

盤岩類の研究」の現地討論会において，蛇紋岩中に新し

く変斑れい岩・角閃岩角礫の含まれること（鈴木，1972）

が明らかとなり，長門構造帯の形成史はこれらの角礫状

岩石の成因をも含めて検討されるようになった．今回台

地域の角閃岩から分離した角閃石について，K－Ar法に

よる年代測定を試みたので，その結果を報告する．

　この研究のきっかけを与えられ，野外で御討論をいた

だいた総合研究「本州造山以前の目本の基盤岩類の研究」

代表者岡山大学濡木輝一教授および分担者の方々に厚く

お礼申し上げる．また，年代測定実験には地質調査所内

海茂技官の御援助をいただいた．

岩・正片麻岩・花闘岩・曹長岩などで，いずれも亜角礫

～角礫状をして産する。蛇紋岩自身も同質のマトリック

ス中に角礫状をなして含まれることがある。

　肉眼では緑黒色～緑色で，角閃石の平行配列による片

状構造が明瞭である．また，無数の破砕脈が葉理面を切

っており，破砕の著しい部分では炭酸塩鉱物・緑れん石

・緑泥石脈が発達する．鏡下ではいわゆるネマトブラス
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50㎞2．　角閃岩および角閃石の性状

　年代測定に用いた角閃岩は台地域の平野北方におい

て，蛇紋岩岩体中に角礫として産し，大きさは径10数cm

～数10cmに達する（第2図）・共産する岩石は変斑れい

　　　　第1図　長門構造帯位置図

1：三隅地域　2；台地域　3：西市地域　4：豊
ケ岳地域

Fig。1　Location　of　the　Nagato　Tectonic　Zone。
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ティック組織を呈し，含有鉱物は角閃石・緑れん石・緑

泥石・斜長石・チタン石～リューコキシン・炭酸塩鉱物

などからなる．

　角閃石は細かい柱状結晶で，光学的に帯青緑色のもの

（α＝1．657～L664，β＝1．672～1．680，7ニ1．680～1．687，

2Vx－67－69。），緑色のもの（α一L636，β＝L650

～1・651，7；L657～1，658，2Vx－720），淡緑色のもの

（α富1・634，β＝1．658，γ＝L654，2Vx＝84。）の3つ

のタイプに区分される．帯青緑色のものはパーガサイト

成分に富み，エデナイト成分に富む緑色種に交代され

る．また，淡緑色のものは緑閃石質で，破砕の著しい部

分に多く産する．

　緑れん石は単独の結晶あるいは細粒の集合体で，破砕

の著しい部分では細脈状をして産することもある．容量

比は17～24％にわたる．α＝1・698～L734で，Alに富

む（パーガサイト成分に富む）角閃石に伴われる揚合に

’は屈折率が高く，Alに乏しい（エデナイト成分に富む）

角閃石と共存する場合には屈折率が低い．前者はFe3＋／

A1比が高く，後者は同比が低いと考えられる．斜長石

はAn10～18の組成で問隙を充たして産する．また，緑

泥石はすべて細粒の集合体で間隙充填あるいは細かい脈

状をして産する．

：K－Ar年代測定に用いた角閃岩の化学組成およびモー

ド組成を第1表に示す。表より明らかなように，この角

閃岩はSio2・TiO2・：K20に乏しく，海嶺産ソレァイトに

第1表

Tablel
　bolite．

年代測定に用いた角閃岩の化学組成および

モード組成

Ghemical　and　modal＆nalyses　of　amphi一

Sio2

Tio2

Al203

Fe203

FeO

MnO
MgO
CaO
Na20

K20
P205

H20（＋）

H20（一）

39．13

0．29

16．87

4．73

12．01

0．17

9．83

9．79

2．51

0．13

0．12

3．88

0．22

T．　　　　　99．68

Analyst：N．Mu踏KAMI

Amphibole

Epidote

Plagioclase

Titanite

Others

81．8

17．1

0．7

0．4

0．0
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　　　　第2図　長門構造帯台地域の地質図（村上，1971）および試料採取位置

1：石英斑岩　2：輝緑岩岩脈　3：関門層群（白亜系）　4：美禰層群（三畳系）　5：台
層群（千枚岩質）　6：台層群（二畳系）　7：時代未詳古生層　8：花嵩岩質岩類　9：蛇
紋岩　10：角閃岩試料採取位置
　Fig．2　Geological　map　of　the　Dai　area，Nagato　Tectonic　Zone，and　sample　locality．
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長門構造帯台地域産角閃岩のK－Ar年代（柴田賢・村上允英）

類似した化学組成を有する．また容量比の上では斜長石

に乏しい．含有角閃石の大部分は帯青緑色種（パーガサ

イト成分に富むもの〉である．

　K－Ar年代測定は，角閃岩より分離した角閃石につい

て行い，試料を高真空装置内で加熱して，Arを抽出し，

チタンスポンジで精製した．Ar同位体比測定は，Rey－

nolds型質量分析計にて静作動方式で行った。Kの定量

は原子吸光法によった・年代の計算に用いた定数はλβ＝

4．72×10一10／y，λe－0・584×10－10／y，40KIK＝0．0119

atom％である．

　　　　3．麗一Ar年代測定結果と考察

角閃岩より分離した角閃石のK－Ar年代測定結果を第

2表に示す．

（村上，1975）．したがってこの推論が正し》・ならば，年

代測定に用いた角閃岩中の角閃石はパーガサイト分に富

むことから，より高変成度における変成作用の産物であ

ることが暗示される．おそらく，その変成作用は現在の

鉱物組合せにより示される変成作用よりも古期のもので

あろう．もしそうであれば，角閃石の373m・y・という年

代は，古い変成作用の産物である角閃石が，新しい変成作

用を受けて若がえった時代を示すものと推定される．し

かし，古い変成作用と新しい変成作用とが引きつづいて，

あるいはきわめて接近した時代に行われた可能性も考え

られる．これらの問題を解明するためには，Rb－Sr全岩

法などによる研究が必要と思われる．

文　　献

　　　第2表　角閃石のK－Ar年代測定結果

Table2　K－Ar　age　of　homblende　fヤom　amphibolite．

K20　　　40Ar　rad
（％）　　（10－6ccSTP／9）

Atmospheric　　Age
40Ar（％）　　　　　（m。y，）

0．195 2．66 68．8 373±23

　373m・y，という年代値は，正片麻岩中の白雲母につい

て測定されたK－Ar年代424m・y・（河野ほか，1966），

Rb－Sr年代413m・y・（柴田ほか，1972〉に比較するとや

や若いが，別のR．b－Sr年代384m・y・（早瀬・石坂，1967，

λ一1・47×10－11／yにて再計算）には近い値である．い

ずれにせよ，大局的には角閃岩も正片麻岩もほぼ同じよ

うな年代を有するということができる．

　村上（1971）は正片麻岩中における鉱物組み合わせと

その組成より，その示す変成度が角閃岩相の低温部～緑

れん石角閃岩相に相当すると結論した．この推定は，そ

の後正片麻岩中に含まれるざくろ石がスペッサルタイト

分に富む化学組成を有すること，および角閃岩中の角閃

石の大部分がエデナイト分に富むことからも確認された
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